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ご案内

学会名　　第38回日本腹部放射線学会

会　期　　2025年6月27日（金）～29日（日）

会　場　　兵庫県立淡路夢舞台国際会議場
　　　　　〒656-2306 兵庫県淡路市夢舞台1番地

会　長　　今岡　いずみ
　　　　　（神戸大学大学院医学研究科 放射線医学分野 先進医用画像診断学部門）

併　催　　第12回アジア腹部放射線学会（ACAR2025）

1．参加登録・参加費
1）参加登録はすべて、第38回日本腹部放射線学会HPから参加登録システムより各自、ご登録ください。
 　　参加登録期間：2024年10月21日（月）12：00～2025年6月29日（日）
 　　参加登録サイト：https://www.jsar.jp/38th/participate.html

 ※現地、会場での現金による参加登録は行いません。
 　 当日もPCにて参加登録システム（クレジット決済）より、参加登録いただくこととなりますので事前に

参加登録をお済ませの上、お越しいただくことをお勧めいたします。

2）参加費は下記の通りです。
  現地会場にご参加の場合は参加登録時に配信されます「登録完了メール」をプリントアウトし受付にてご提

示ください。参加証（参加証明書付き）をお渡しさせていただきます。

Category On-site
May 16 - Jun. 29, 2025

Physician JPY35,000

Non-Physician/company JPY35,000

JSAR member JPY20,000

Trainee/Graduated Student Allied Health Professionals
(Radiologist and Other)

JPY12,000

Medical School Student JPY5,000

Accompanying Guest JPY5,000

 ※ 領収書については、参加登録完了メールに記載されておりますURLより各自でダウンロードできます。
再発行はできかねますので、大切に保管ください。

2．当日受付
日　時：2025年 6月27日（金）8：00～ 

6月28日（土）7：30～ 
6月29日（日）7：30～

場　所：兵庫県立淡路夢舞台国際会議場　1F　エントランスロビー

開催概要
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※ 当日も現地にて受付はございますが、現金での対面受付は行わず、すべて、WEBからの参加登録受付となり
ます。当日受付は混み合う可能性もありますので、極力、事前参加登録をお願いいたします。

※ 当日受付にて事前参加登録時に配信されます「参加登録受付完了メール」をプリントアウトしご提示くださ
い。引き換えに「名札」をお渡しいたします。

3．一般演題

【一般口演】
 ・口演会場は淡路夢舞台国際会議場Room A（2Fメインホール）、Room B（B1Fイベントホール）です。
1）座　長
 ・ご担当頂くセッションの終了時間を厳守してください。一般口演の発表時間は以下のとおりとなります。
 ・一般演題Case report or Case series：9分（発表5分、討論4分（病理コメントを含む））
 ・大会長公募症例：※症例数によって異なりますので、個別にご連絡させていただきます。
 ・一般演題Preliminary Research：10分（発表7分、討論3分）

2）発表者
　　◆「プレデジタルアトラス」について
　　　 発表者全員に学会ホームページ上で発表内容を「プレデジタルアトラス」形式で事前入力していただき、

非公開で「打田賞」事前審査に活用させていただきます。また、学会当日、充実した討論をして頂く為
に、病理コメンテーターの先生方による症例内容の事前確認をプレデジタルアトラスにて行いますので、
入稿の際には詳細な病理像を掲載できるよう予めデータのご準備をお願いいたします。

　　◆「デジタルアトラス」、学術誌「臨床放射線」掲載について
　　　 学会終了後に、掲載希望確認の上、「プレデジタルアトラス」を「デジタルアトラス」として学会ホーム

ページに掲載いたします。また、選考委員より推薦された演題は日本腹部放射線学会が、学術誌「臨床放
射線」への投稿（「プレデジタルアトラス」＋「英文サマリー」＋「査読」）をサポートいたします。（学
術誌「臨床放射線」と「デジタルアトラス」のホームページ併載は二重投稿となりません。）

　　　＜タイムスケジュ－ル＞

※）「臨床放射線」掲載予定は金原出版社の最終協議により決定いたします。　　

　　　＜執筆要綱（概略）＞
　　　①プレデジタルアトラス（＝デジタルアトラス）」

日本語入力
〔症例報告〕3,200字以上 8,800字以内
〔原著論文〕3,200字以上12,800字以内
　　　　　　　※）図、表…1点を400字に換算

英語入力
〔Case Report〕　　2,000語以内
〔Original Article〕3,000語以内
　　　　　　　※）図、表…15点以内

　　　②「臨床放射線」
　　　　 選考委員により推薦された演題については、「プレデジタルアトラス」掲載内容を論文の体裁に整えて

いただき、英文サマリー（演題名、演者名、所属含100ワード以内）を追加後、査読・校正を通して
同学術誌へ投稿していただく事ができます。又、英語入力された場合は臨床放射線の投稿規定に準じて
いただきます。

演題登録 ◆ 第38回日本腹部放射線学会

掲載諾否最終確認

「プレデジタルアトラス」内容修正
（学術誌「臨床放射線」投稿は英文サマリー追加）

「デジタルアトラス」
「臨床放射線」査読（JSAR査読委員）・著者校正

※）翌年「臨床放射線」掲載

HP掲載

12 2025.
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「プレデジタルアトラス」入稿
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　　◆発表時間
　　　・一般口演の発表時間は以下のとおりとなります。
　　　　時間厳守をお願いいたします。
　　　　　　・一般演題Case report or Case series：9分（発表5分、討論4分（病理コメントを含む））
　　　　　　・大会長公募症例：※症例数によって異なりますので、個別にご連絡させていただきます。
　　　　　　・一般演題 Preliminary Research：10分（発表7分、討論3分）

　　◆発表形式
　　　・PCによる発表ですので、データもしくはご自身のPCをご持参ください。
　　　・会場に設置されるプロジェクターは1画面となり、解像度は109×768ピクセルです。
　　　・当日は演者ご自身で演台上に設置されてあるキーボード及びマウスにて操作していただきます。
　　　・発表終了後、座長の指示の後、病理コメンテーターによるコメント、質疑応答に対応ください。
　　　　 病理コメンテーターがコメントをする際に、病理写真のスライドを使うことがございますので、最終ス

ライドの後に、発表で使ったものと同じ病理写真のスライドを再掲してください。発表で提示していな
い病理写真を入れることはできません。

　　◆PC受付
　　　 PC受付（2F　メインホール前）にて、発表の30分前までに試写をお済ませください（十分時間に余裕

を持ってPC受付を行っていただきますようご協力をお願いいたします）。
　　　・PC受付での発表データの修正作業はご遠慮ください。
　　　・ PC本体をお持ち込みの方はデータ確認終了後、発表会場のPCオペレーター席（会場ステージ向かっ

て左側）までご自身でお持ちください。

　　◆発表に関する注意事項
　　　・ 講演会場のスクリーンは16：9に対応しているため、16：9でのスライド作成を推奨いたします。

4：3でも投影は可能ですが、画面サイズが小さくなりますことを予めご了承ください。

　　　＜データをお持ち込みの方＞
　　　　・ 発表はWindowsのPowerPointとなります。発表データはUSBフラッシュメモリのメディアにて

ご持参ください（CD-R、DVD-Rは不可）。
　　　　・ご発表用アプリケーションは以下のバージョンをご用意いたします。
　　　　　　Windows PowerPoint：2010～2021,365
　　　　　※Macintoshで発表データを作成される方は、ご自身のPCをご持参ください。
　　　　・ フォントはOS標準で装備されているものをご使用ください。画面レイアウトの崩れを防ぐには、下

記フォントのご使用をお薦めいたします。
　　　　　　推奨フォント/ 日本語の場合 MS ゴシック、MSP ゴシック、MS 明朝、MSP 明朝
　　　　　　推奨フォント/ 英語の場合　 Century、Century Gothic、Arial、Arial Black、Times New Roman
　　　　　 上記以外のフォントを使用した場合、文字や段落のずれ、文字化け、文字が表示されない等のトラブ

ルが起こる可能性があります。
　　　　・ 動画をご使用の場合は、PowerPointとのリンク状態を保つため、動画ファイルも同じフォルダに保

存してください。ファイル形式は、Windows Media Player12（標準コーディック）で動作する
ファイル形式でご用意ください（推奨：mp4）。

　　　　　※AVI、及びMOVはCODECによって再生できない場合があります。
　　　　　　動画をご使用の場合は、ご自身のPCをご持参いただくことをお薦めいたします。
　　　　・音声は使用できません。
　　　　・発表者ツールは使用できません。発表原稿が必要な方は、あらかじめプリントアウトをお持ちください。
　　　　・お預かりした発表データは、学会終了後、事務局にて消去いたします。

　　　＜PC本体をご持参される方＞
　　　　・ PC本体をお持込みの方は、PC受付でのデータ確認終了後、発表会場のPCオペレーター席（会場ス

テージ向かって左側）までご自身でお持ちください。
　　　　・PCお持ち込みの場合は、外部ディスプレイ出力が可能であることを必ずご確認ください。
　　　　・ バッテリー切れを防ぐため電源アダプターをご持参ください。再起動することがありますので起動の

際のパスワード設定は必ず解除してください。
　　　　・ 出力端子がHDMIでないものは、接続アダプターをご持参ください。事務局からの変換アダプターの
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貸し出しはございません。
　　　　　※miniHDMI、microHDMI、及びMini DisplayPortなど上記以外の接続はお受けできません。
　　　　・ 講演会場のスクリーンは16：9に対応しているため、16：9でのスライド作成を推奨いたします。

4：3でも投影は可能ですが、画面サイズが小さくなりますことを予めご了承ください。
　　　　・この環境で画面のすべてが不具合なく表示されることを、予めご確認ください。
　　　　・音声は使用できません。
　　　　・発表者ツールは使用できません。発表原稿が必要な方は、あらかじめプリントアウトをお持ちください。
　　　　・ スクリーンセーバー、ウイルスチェック、並びに省電力設定（Macintoshの場合はホットコーナー

も）は、あらかじめ解除をお願いいたします。

【ポスター展示】
 ・ ポスター展示会場はレセプションホールB＋ホワイエ（2F）です。 

ACAR：17：00～17：20 
JSAR：17：20～18：00

 ・ポスター展示については、一般展示、問題提示（クイズ）形式の2種類があります。
 　各自ご発表の形式とパネルサイズを確認の上、作成するようお願いいたします。
1）座長
 ・1日目の17：20～18：00にポスターディスカッションを行います。
 　発表4分、質疑2分で進めてください。
2）一般展示発表者
 ・ポスターを掲示するパネルのサイズは下記の通りです。
 　（●●ページのポスター作成見本を参考に作成してください）
 　　パネル上：横116 cm×縦90 cm
 　　パネル下：横116 cm×縦90 cm
 ・ ポスターは、1日目午前11：00までに掲示してください。ポスターを掲示するパネルに演題番号がつい

ていますので、会場に用意されたマジックテープを使用して掲示してください。
 ・ 1日目の17：20～18：00にポスターディスカッションを行います。発表者はご自身のポスターの前で

待機してください。各セッションの座長の進行に従って、発表4分、質疑2分でお願いいたします。
 ・ 2日目の全プログラム終了後は、直ちにポスターの撤去をお願いいたします。終了後18：30過ぎても

残っているポスターは処分いたしますので、ご了承ください。
3）クイズ展示発表者
 ・ポスターを掲示するパネルの大きさは下記の通りです。
 　（●●ページのポスター作成見本を参考に作成してください）
 　　パネル上（出題）　　：横116 cm×縦90 cm
 　　パネル下（解答解説）：横116 cm×縦90 cm
 ・ 出題部分には患者の年齢、性、簡単な主訴や経過、症例の画像のみを提示するように作成してください。 

図の説明は検査法のみとし、所見の解説はつけないようお願いいたします。矢印や矢頭はつけていただい
ても構いません。

 ・ 解答解説部分には演題名に続いて、画像の説明、最終診断、症例の解説をお願いいたします。出題部分と
重複してお示しいただいても構いません。

 ・ 上記の原稿を指定日までに事務局宛に送付してください。解答・解説部分を隠して掲示致します。なお、
第1日目の18：00より解答・解説部分を公開いたします。

 ・ クイズ展示に関して座長の設定や口演発表は行いませんが、第1日目の17：20～18：00まではポス
ターディスカッションのため、ご自分のポスターの前で待機してください。

 ・ 2日目の全プログラム終了後は、直ちにポスターの撤去をお願い致します。終了後13：30過ぎても残っ
ているポスターは処分いたしますので、ご了承ください。

4．社員総会（世話人会）
日　時：6月27日（金）12：50～13：20（30分）
場　所：Room A　2F　メインホール
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　　◆発表時間
　　　・一般口演の発表時間は以下のとおりとなります。
　　　　時間厳守をお願いいたします。
　　　　　　・一般演題Case report or Case series：9分（発表5分、討論4分（病理コメントを含む））
　　　　　　・大会長公募症例：※症例数によって異なりますので、個別にご連絡させていただきます。
　　　　　　・一般演題 Preliminary Research：10分（発表7分、討論3分）

　　◆発表形式
　　　・PCによる発表ですので、データもしくはご自身のPCをご持参ください。
　　　・会場に設置されるプロジェクターは1画面となり、解像度は109×768ピクセルです。
　　　・当日は演者ご自身で演台上に設置されてあるキーボード及びマウスにて操作していただきます。
　　　・発表終了後、座長の指示の後、病理コメンテーターによるコメント、質疑応答に対応ください。
　　　　 病理コメンテーターがコメントをする際に、病理写真のスライドを使うことがございますので、最終ス

ライドの後に、発表で使ったものと同じ病理写真のスライドを再掲してください。発表で提示していな
い病理写真を入れることはできません。

　　◆PC受付
　　　 PC受付（2F　メインホール前）にて、発表の30分前までに試写をお済ませください（十分時間に余裕

を持ってPC受付を行っていただきますようご協力をお願いいたします）。
　　　・PC受付での発表データの修正作業はご遠慮ください。
　　　・ PC本体をお持ち込みの方はデータ確認終了後、発表会場のPCオペレーター席（会場ステージ向かっ

て左側）までご自身でお持ちください。

　　◆発表に関する注意事項
　　　・ 講演会場のスクリーンは16：9に対応しているため、16：9でのスライド作成を推奨いたします。

4：3でも投影は可能ですが、画面サイズが小さくなりますことを予めご了承ください。

　　　＜データをお持ち込みの方＞
　　　　・ 発表はWindowsのPowerPointとなります。発表データはUSBフラッシュメモリのメディアにて

ご持参ください（CD-R、DVD-Rは不可）。
　　　　・ご発表用アプリケーションは以下のバージョンをご用意いたします。
　　　　　　Windows PowerPoint：2010～2021,365
　　　　　※Macintoshで発表データを作成される方は、ご自身のPCをご持参ください。
　　　　・ フォントはOS標準で装備されているものをご使用ください。画面レイアウトの崩れを防ぐには、下

記フォントのご使用をお薦めいたします。
　　　　　　推奨フォント/ 日本語の場合 MS ゴシック、MSP ゴシック、MS 明朝、MSP 明朝
　　　　　　推奨フォント/ 英語の場合　 Century、Century Gothic、Arial、Arial Black、Times New Roman
　　　　　 上記以外のフォントを使用した場合、文字や段落のずれ、文字化け、文字が表示されない等のトラブ

ルが起こる可能性があります。
　　　　・ 動画をご使用の場合は、PowerPointとのリンク状態を保つため、動画ファイルも同じフォルダに保

存してください。ファイル形式は、Windows Media Player12（標準コーディック）で動作する
ファイル形式でご用意ください（推奨：mp4）。

　　　　　※AVI、及びMOVはCODECによって再生できない場合があります。
　　　　　　動画をご使用の場合は、ご自身のPCをご持参いただくことをお薦めいたします。
　　　　・音声は使用できません。
　　　　・発表者ツールは使用できません。発表原稿が必要な方は、あらかじめプリントアウトをお持ちください。
　　　　・お預かりした発表データは、学会終了後、事務局にて消去いたします。

　　　＜PC本体をご持参される方＞
　　　　・ PC本体をお持込みの方は、PC受付でのデータ確認終了後、発表会場のPCオペレーター席（会場ス

テージ向かって左側）までご自身でお持ちください。
　　　　・PCお持ち込みの場合は、外部ディスプレイ出力が可能であることを必ずご確認ください。
　　　　・ バッテリー切れを防ぐため電源アダプターをご持参ください。再起動することがありますので起動の

際のパスワード設定は必ず解除してください。
　　　　・ 出力端子がHDMIでないものは、接続アダプターをご持参ください。事務局からの変換アダプターの
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貸し出しはございません。
　　　　　※miniHDMI、microHDMI、及びMini DisplayPortなど上記以外の接続はお受けできません。
　　　　・ 講演会場のスクリーンは16：9に対応しているため、16：9でのスライド作成を推奨いたします。

4：3でも投影は可能ですが、画面サイズが小さくなりますことを予めご了承ください。
　　　　・この環境で画面のすべてが不具合なく表示されることを、予めご確認ください。
　　　　・音声は使用できません。
　　　　・発表者ツールは使用できません。発表原稿が必要な方は、あらかじめプリントアウトをお持ちください。
　　　　・ スクリーンセーバー、ウイルスチェック、並びに省電力設定（Macintoshの場合はホットコーナー

も）は、あらかじめ解除をお願いいたします。

【ポスター展示】
 ・ ポスター展示会場はレセプションホールB＋ホワイエ（2F）です。 

ACAR：17：00～17：20 
JSAR：17：20～18：00

 ・ポスター展示については、一般展示、問題提示（クイズ）形式の2種類があります。
 　各自ご発表の形式とパネルサイズを確認の上、作成するようお願いいたします。
1）座長
 ・1日目の17：20～18：00にポスターディスカッションを行います。
 　発表4分、質疑2分で進めてください。
2）一般展示発表者
 ・ポスターを掲示するパネルのサイズは下記の通りです。
 　（11ページのポスター作成見本を参考に作成してください）
 　　パネル上：横116 cm×縦90 cm
 　　パネル下：横116 cm×縦90 cm
 ・ ポスターは、1日目午前11：00までに掲示してください。ポスターを掲示するパネルに演題番号がつい

ていますので、会場に用意されたマジックテープを使用して掲示してください。
 ・ 1日目の17：20～18：00にポスターディスカッションを行います。発表者はご自身のポスターの前で

待機してください。各セッションの座長の進行に従って、発表4分、質疑2分でお願いいたします。
 ・ 2日目の全プログラム終了後は、直ちにポスターの撤去をお願いいたします。終了後18：30過ぎても

残っているポスターは処分いたしますので、ご了承ください。
3）クイズ展示発表者
 ・ポスターを掲示するパネルの大きさは下記の通りです。
 　（12ページのポスター作成見本を参考に作成してください）
 　　パネル上（出題）　　：横116 cm×縦90 cm
 　　パネル下（解答解説）：横116 cm×縦90 cm
 ・ 出題部分には患者の年齢、性、簡単な主訴や経過、症例の画像のみを提示するように作成してください。 

図の説明は検査法のみとし、所見の解説はつけないようお願いいたします。矢印や矢頭はつけていただい
ても構いません。

 ・ 解答解説部分には演題名に続いて、画像の説明、最終診断、症例の解説をお願いいたします。出題部分と
重複してお示しいただいても構いません。

 ・ 上記の原稿を指定日までに事務局宛に送付してください。解答・解説部分を隠して掲示致します。なお、
第1日目の18：00より解答・解説部分を公開いたします。

 ・ クイズ展示に関して座長の設定や口演発表は行いませんが、第1日目の17：20～18：00まではポス
ターディスカッションのため、ご自分のポスターの前で待機してください。

 ・ 2日目の全プログラム終了後は、直ちにポスターの撤去をお願い致します。終了後13：30過ぎても残っ
ているポスターは処分いたしますので、ご了承ください。

4．社員総会（世話人会）
日　時：6月27日（金）12：50～13：20（30分）
場　所：Room A　2F　メインホール
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5．クイズ企画
クイズ企画の問題が6月27日（金）12：00よりレセプションホールB＋ホワイエ（2F）にて掲示されてお
り、参加受付にてお配りいたします「クイズ企画応募用紙」に記入の上、応募箱に入れてください。皆様、奮っ
て解答ください。
なお、回答は6月27日（金）18：00以降に公開されます。

「クイズ企画応募用紙」より解答を応募された中からクイズ症例優秀者表彰を6月28日（土）12：50～
Room A　2F　メインホールにて行います。上位の方には、大会長より心ばかりの賞品をご用意しております。
皆様、是非ご参加ください。

6．打田賞受賞講演・表彰
日　時：6月28日（土）12：50～14：00
場　所：Room A（2F　メインホール）

7．基調講演

【基調講演】
共　催：バイエル薬品株式会社
日　時：6月28日（土）14：10～14：55
座　長：村上　卓道（神戸大学大学院医学研究科　内科系講座放射医学分野）
　　　　五島　　聡（浜松医科大学）
演　者：Cher Heng Tan
　　　　『Trends and Challenges with MRI for HCC Management』

8．共催セミナー

【ランチョンセミナー1】　Boston Medeical Sciences株式会社
日　時：6月27日（金）11：50～12：40
　　　　『Boston Medical Sciences セミナーシリーズ：CTCの最前線』
座　長：赤羽　正章（国際医療福祉大学医学部　放射線医学）
演　者：鶴丸　大介（九州大学大学院　医学研究院 臨床放射線科学分野）
　　　　『Rewriting the Future of Colorectal Cancer: The Endoscopy & Radiology Revolution』
　　　　三宅　基隆（国立がん研究センター）
　　　　『 CT Colonography: Technological Evolution and Its Role in Improving Colorectal Cancer 

Outcomes』

【ランチョンセミナー2】　バイエル薬品株式会社
日　時：6月27日（金）11：50～12：40
　　　　『腹部造影CTの新しい可能性』
座　長：対馬　義人（群馬大学大学院医学系研究科）
演　者：南　　哲弥（金沢医科大学　放射線科）
　　　　『Advantages of The Multiuse Injection System: MEDRAD® Centargo』
演　者：伊東　克能（山口大学大学院医学系研究科　放射線医学講座）
　　　　『 Low-tube-voltage abdominal dynamic CT using MEDRAD® Centargo: Low iodine dose 

contrast and high-precision imaging』

【ランチョンセミナー3】　GEヘルスケアファーマ株式会社
日　時：6月28日（土）11：50～12：40
　　　　『泌尿器画像診断』
座　長：陣崎　雅弘（慶應義塾大学医学部　放射線科学（診断））
演　者：中村　　篤（大阪大学大学院　医学系研究科放射線統合医学講座放射線医学教室）
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【ランチョンセミナー4】　富士製薬工業株式会社
日　時：6月28日（土）11：50～12：40
　　　　『腹部画像診断の最前線』
座　長：石神　康雄（九州大学　放射線科）
演　者：永山　泰教（熊本大学大学院）
　　　　『 Technological Evolution in Contrast-Enhanced CT and Its Impact on Pancreatic Lesion 

Diagnosis』
　　　　佐野　勝廣（順天堂大学大学院医学研究科　放射線診断学）
　　　　『MR Fingerprinting of the Liver: Principles and Clinical Applications』

【ランチョンセミナー5】　キヤノンメディカルシステムズ株式会社
日　時：6月29日（日）11：55～12：45
　　　　『腹部画像診断を進化させるAI技術と高精細化』
座　長：玉田　　勉（川崎医科大学　放射線診断学教室）
演　者：大田　英揮（東北大学病院メディカルITセンター）
　　　　『Abdominal MRI with Latest Technology: Current Status and Future Perspectives』
　　　　五島　　聡（浜松医科大学）
　　　　『 Initial experience of Aquilion ONE / INSIGHT Edition. Outstanding image quality and its 

clinical significance.』

【ティータイムセミナー1】　GEヘルスケアジャパン株式会社
日　時：6月27日（金）16：00～16：50
　　　　『未来を映す技術：最先端腹部画像診断の臨床応用』
座　長：村上　卓道（神戸大学大学院医学研究科　内科系講座放射医学分野）
演　者：井上　　大（金沢大学大学院　医薬保健学総合研究科 内科系医学領域 放射線科学）
　　　　『The utility of GSI (gemstone spectral imaging) in early detection of pancreatic cancer』
　　　　吉満　研吾（福岡大学医学部　放射線医学教室）
　　　　『 Frontiers in Liver MRI: Advancements Enabled by Deep Learning-Based Reconstruction 

Technologies』

【ティータイムセミナー2】　ブラッコ・ジャパン株式会社
日　時：6月27日（金）16：00～16：50
　　　　『 Optimizing contrast enhancement in hepatic dynamic CT: Toward more personalized 

imaging protocols』
座　長：小林　　聡（金沢大学大学院医薬保健学総合研究科　放射線科学）
演　者：中村　優子（広島大学病院）

【ティータイムセミナー3】　株式会社フィリップス・ジャパン
日　時：6月28日（土）15：10～16：00
　　　　『肝と膵を究める：診断の精度と確信を高めるMRIの最前線』
座　長：西江　昭弘（琉球大学）
演　者：小坂　一斗（金沢大学）
　　　　『 Advances in Liver MRI: Deep Dive into Dynamic contrast-enhanced imaging, T2, and 

Diffusion-weighted images』
　　　　片平　和博（熊本中央病院　放射線診断科）
　　　　『 To achieve early diagnosis of early-stage pancreatic cancer: Maximizing the use of 

fundamental diagnostic perspectives and advanced imaging techniques.』
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8．共催セミナー

【ランチョンセミナー1】　Boston Medeical Sciences株式会社
日　時：6月27日（金）11：50～12：40
　　　　『Boston Medical Sciences セミナーシリーズ：CTCの最前線』
座　長：赤羽　正章（国際医療福祉大学医学部　放射線医学）
演　者：鶴丸　大介（九州大学大学院　医学研究院 臨床放射線科学分野）
　　　　『Rewriting the Future of Colorectal Cancer: The Endoscopy & Radiology Revolution』
　　　　三宅　基隆（国立がん研究センター）
　　　　『 CT Colonography: Technological Evolution and Its Role in Improving Colorectal Cancer 

Outcomes』

【ランチョンセミナー2】　バイエル薬品株式会社
日　時：6月27日（金）11：50～12：40
　　　　『腹部造影CTの新しい可能性』
座　長：対馬　義人（群馬大学大学院医学系研究科）
演　者：南　　哲弥（金沢医科大学　放射線科）
　　　　『Advantages of The Multiuse Injection System: MEDRAD® Centargo』
演　者：伊東　克能（山口大学大学院医学系研究科　放射線医学講座）
　　　　『 Low-tube-voltage abdominal dynamic CT using MEDRAD® Centargo: Low iodine dose 

contrast and high-precision imaging』

【ランチョンセミナー3】　GEヘルスケアファーマ株式会社
日　時：6月28日（土）11：50～12：40
　　　　『泌尿器画像診断』
座　長：陣崎　雅弘（慶應義塾大学医学部　放射線科学（診断））
演　者：中村　　篤（大阪大学大学院　医学系研究科放射線統合医学講座放射線医学教室）
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【ランチョンセミナー4】　富士製薬工業株式会社
日　時：6月28日（土）11：50～12：40
　　　　『腹部画像診断の最前線』
座　長：石神　康雄（九州大学　放射線科）
演　者：永山　泰教（熊本大学大学院）
　　　　『 Technological Evolution in Contrast-Enhanced CT and Its Impact on Pancreatic Lesion 

Diagnosis』
　　　　佐野　勝廣（順天堂大学大学院医学研究科　放射線診断学）
　　　　『MR Fingerprinting of the Liver: Principles and Clinical Applications』

【ランチョンセミナー5】　キヤノンメディカルシステムズ株式会社
日　時：6月29日（日）11：55～12：45
　　　　『腹部画像診断を進化させるAI技術と高精細化』
座　長：玉田　　勉（川崎医科大学　放射線診断学教室）
演　者：大田　英揮（東北大学病院メディカルITセンター）
　　　　『Abdominal MRI with Latest Technology: Current Status and Future Perspectives』
　　　　五島　　聡（浜松医科大学）
　　　　『 Initial experience of Aquilion ONE / INSIGHT Edition. Outstanding image quality and its 

clinical significance.』

【ティータイムセミナー1】　GEヘルスケアジャパン株式会社
日　時：6月27日（金）16：00～16：50
　　　　『未来を映す技術：最先端腹部画像診断の臨床応用』
座　長：村上　卓道（神戸大学大学院医学研究科　内科系講座放射医学分野）
演　者：井上　　大（金沢大学大学院　医薬保健学総合研究科 内科系医学領域 放射線科学）
　　　　『The utility of GSI (gemstone spectral imaging) in early detection of pancreatic cancer』
　　　　吉満　研吾（福岡大学医学部　放射線医学教室）
　　　　『 Frontiers in Liver MRI: Advancements Enabled by Deep Learning-Based Reconstruction 

Technologies』

【ティータイムセミナー2】　ブラッコ・ジャパン株式会社
日　時：6月27日（金）16：00～16：50
　　　　『 Optimizing contrast enhancement in hepatic dynamic CT: Toward more personalized 

imaging protocols』
座　長：小林　　聡（金沢大学大学院医薬保健学総合研究科　放射線科学）
演　者：中村　優子（広島大学病院）

【ティータイムセミナー3】　株式会社フィリップス・ジャパン
日　時：6月28日（土）15：10～16：00
　　　　『肝と膵を究める：診断の精度と確信を高めるMRIの最前線』
座　長：西江　昭弘（琉球大学）
演　者：小坂　一斗（金沢大学）
　　　　『 Advances in Liver MRI: Deep Dive into Dynamic contrast-enhanced imaging, T2, and 

Diffusion-weighted images』
　　　　片平　和博（熊本中央病院　放射線診断科）
　　　　『 To achieve early diagnosis of early-stage pancreatic cancer: Maximizing the use of 

fundamental diagnostic perspectives and advanced imaging techniques.』
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【ティータイムセミナー4】　Guerbet Asia Pacific Ltd
日　時：6月28日（土）15：10～16：00
　　　　『New Horizon for Clinical Radiology:How to leverage AI and MRI』
座　長：Shu-Huei Shen（Taipei Veterans General Hospital, Taipei, Chinese Taipei）
演　者：JaeSeung SHIN(Samsung Medical Center, Sungkyunkwan university school of medicine)
　　　　『Implementing large language models in a clinical study』
　　　　木戸　　晶（富山大学附属病院　放射線診断科）
　　　　『MR Imaging of Endometriosis: Then, Now, and What’s Next』

【モーニングセミナー1】　株式会社根本杏林堂
日　時：6月28日（土）9：40～10：30
　　　　『 Clinical Impact of Slope Injection Technique in Multiphasic Contrast-Enhanced CT of 

Liver and Pancreas: Clinical Practice Really Changes』
座　長：村上　卓道（神戸大学大学院　医学研究科　内科系講座放射医学分野）
演　者：市川　智章（群馬大学医学部　放射線診断核医学科）

【モーニングセミナー2】　AIRS Medical Japan G.K
日　時：6月28日（土）9：40～10：30
　　　　『Breakthrough in both speed and quality of MRI Body Imaging based on Al technology』
座　長：祖父江慶太郎（神戸大学医学部附属病院　放射線診断・IVR科）
演　者：Boryeong Jeong(Severance Hospital, Yonsei University College of Medicine)
　　　　『 Vendor-Neutral Deep Learning Reconstruction for Accelerated T2-Weighted Liver MRI: 

Reduced Scan Time and Enhanced Image Quality』
　　　　上野　嘉子（神戸大学医学部附属病院）
　　　　『 SwiftMR for Abdominal MRI: Vendor-Neutral DLR Technology with Clinical Utility in 

Prostate Imaging』

9．企業展示
日　時：6月27日（金）～6月29日（日）
会　場：ロビー（B1F）

10．情報交換会
日　時：6月27日（金）18：20～
場　所：グランドニッコー淡路「ステラ」（1F）

11

一般展示 ポスターの見本（A4用紙に印刷してポスターを組んだ場合）

A4用紙を使った場合、上の欄には最大3列×4行、下の欄には最大3列×3行、計21枚
のA4用紙が横置きで貼り付けられます。

1160mm

135mm

60mm

60mm

80mm

900mm

900mm

事務局で
準備します 使用しません

この部分は見に
くいので、掲示
しないようにし
てください。

A4用紙を使った場合、上の欄には最大3列×4行、下の欄には最大3列×3行、計21枚
のA4用紙を横置きで貼り付けることができます。

演題番号は
事務局で
準備します。
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場　所：グランドニッコー淡路「ステラ」（1F）
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クイズポスターの見本（A4用紙に印刷してポスターを組んだ場合）

1160mm

135mm

60mm

60mm

80mm

900mm

900mm

A4用紙を使った場合、下の解答・解説欄には最大3列×3行、上の問題欄には3列×4行、
計21枚のA4用紙が横置きで貼付けられます。

事務局で
準備します 使用しません

初日の17：30まで
は、ここから下の
部分を縦900mm×
横1160mmの紙で
隠します。

症例の主訴・
簡単な経過

（診断名は伏
せる）

タイトル・発表
者・施設名、そ
れに引き続きそ
の後の経過

この線を境に、
解答・解説欄は
下の行に、問題
欄は上の行につ
めて下さい。

最終診断、それ
に引き続き解説

Key imageは繰り返して提示し
ていただいてもかまいません。

図に番号をふっておくと解説の際に便利です（論文のように）

必要な場合はreferenceを加え
てください。

A4用紙を使った場合、上の問題欄には3列×4行、下の解答・解説欄には最大3列×3行、
計21枚のA4用紙を横置きで貼り付けることができます。

この部分は見に
くいので、掲示
しません。

この線を境に、問
題欄は上部パネ
ルに、解答・解説
欄は下部パネル
に掲示します。

タイトル・発表
者・施設名

演題番号は
事務局で
準備します。

その後の経過
など

解説

最終診断

画像所見の解説はここでは伏せ
て、どういう検査法かのみ示し
てください（Key pointがわかり
にくい場合は矢印などをつけ、
その解説は解答・解説欄で述べ
てください）
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会場フロア図
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会場フロア図
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学会本部
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運営事務局
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PC受付

討議室304
共催セミナー控室1
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レセプションホールB＋ホワイエ
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6/26(木)15:00～17:00
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イベントのご案内

フットサル大会
日　　時：2025年6月27日（金）　19：30～22：00
　　　　　※19：00に学会会場隣りの「グランドニッコー淡路」に集合
会　　場：垂水スポーツガーデン|ミズノ
　　　　　※雨天決行。スパイクは使用不可です。
　　　　　　できればシャツを青白（チーム分けのため）持参いただけると助かります！
移動手段：【往路】学会シャトルバスにて移動
　　　　　※19：00に学会会場隣りの「グランドニッコー淡路」に集合
　　　　　【復路】各自移動
参 加 費：無料（現地までの移動費用は参加者の各自負担）
募集人員：制限なし

テニス大会
日　　時：2025年6月27日（金）　19：30～22：00
　　　　　※19：00に学会会場隣りの「グランドニッコー淡路」に集合
会　　場：垂水スポーツガーデン|ミズノ
　　　　　※雨天決行。
移動手段：【往路】学会シャトルバスにて移動
　　　　　※19：00に学会会場隣りの「グランドニッコー淡路」に集合
　　　　　【復路】各自移動
参 加 費：無料（現地までの移動費用は参加者の各自負担）
募集人員：制限なし

申込方法
メールアドレス（jsar@rad.med.keio.ac.jp）に下記の情報を記載しお送りください。
詳細はお申し込み頂いた方に改めてご案内させていただきます。
・ご参加のイベント名（フットサルかテニス）
・参加者のお名前、ご所属
・連絡先（メールアドレス）
・団体でご参加の場合は、代表者のお名前、ご所属、連絡先、人数（個人の場合は不要）

日本腹部放射線学会からのお知らせ

1 2 3 4

5 6

7 8 9 10 11

No.

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11

出展社一覧
富士フイルムメディカル株式会社
株式会社島津製作所
キヤノンメディカルシステムズ株式会社
ブラッコ・ジャパン株式会社
富士製薬工業株式会社
GEヘルスケア・ジャパン株式会社
コニカミノルタジャパン株式会社
Guerbet Asia Pacific Ltd
シーメンスヘルスケア株式会社
株式会社フィリップス・ジャパン
Boston Medical Sciences 株式会社
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イベントのご案内

フットサル大会
日　　時：2025年6月27日（金）　19：30～22：00
　　　　　※19：00に学会会場隣りの「グランドニッコー淡路」に集合
会　　場：垂水スポーツガーデン|ミズノ
　　　　　※雨天決行。スパイクは使用不可です。
　　　　　　できればシャツを青白（チーム分けのため）持参いただけると助かります！
移動手段：【往路】学会シャトルバスにて移動
　　　　　※19：00に学会会場隣りの「グランドニッコー淡路」に集合
　　　　　【復路】各自移動
参 加 費：無料（現地までの移動費用は参加者の各自負担）
募集人員：制限なし

テニス大会
日　　時：2025年6月27日（金）　19：30～22：00
　　　　　※19：00に学会会場隣りの「グランドニッコー淡路」に集合
会　　場：垂水スポーツガーデン|ミズノ
　　　　　※雨天決行。
移動手段：【往路】学会シャトルバスにて移動
　　　　　※19：00に学会会場隣りの「グランドニッコー淡路」に集合
　　　　　【復路】各自移動
参 加 費：無料（現地までの移動費用は参加者の各自負担）
募集人員：制限なし

申込方法
メールアドレス（jsar@rad.med.keio.ac.jp）に下記の情報を記載しお送りください。
詳細はお申し込み頂いた方に改めてご案内させていただきます。
・ご参加のイベント名（フットサルかテニス）
・参加者のお名前、ご所属
・連絡先（メールアドレス）
・団体でご参加の場合は、代表者のお名前、ご所属、連絡先、人数（個人の場合は不要）

日本腹部放射線学会からのお知らせ

1 2 3 4

5 6

7 8 9 10 11

No.

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11

出展社一覧
富士フイルムメディカル株式会社
株式会社島津製作所
キヤノンメディカルシステムズ株式会社
ブラッコ・ジャパン株式会社
富士製薬工業株式会社
GEヘルスケア・ジャパン株式会社
コニカミノルタジャパン株式会社
Guerbet Asia Pacific Ltd
シーメンスヘルスケア株式会社
株式会社フィリップス・ジャパン
Boston Medical Sciences 株式会社
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プログラム・日程表
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6 月 27 日（金）
RoomA

メインホール（2F）
RoomB

イベントホール（B1F）

8:00

9:00

10:00

11:00

12:00

13:00

14:00

15:00

16:00

17:00

18:00

19:00

Lunch boxBreakfast Snack

Poster
レセプションホールB（2F）

Registration

Scientific Session 1
JSAR-GU 子宮・卵巣

Honorary Lecture 1
(ACAR-ESGAR)

8:00-9:00

9:00-10:00

Opening Ceremony
10:10-10:40

10:40-11:40

Poster session

Congress Reception
（グランドニッコー淡路　1F　大宴会場「ステラ」）

17:00-18:00

18:20-

Special Lecture 1
共催：シーメンス株式会社

13:30-14:30

JSAR-SAR Session 1
14:40-15:30

13:30-14:30

11:50-12:40 11:50-12:40

16:00-16:50 16:00-16:50

JSAR 社員総会

ASAR General Assembly

12:50-13:20

15:30-15:50

12:50-13:20

Scientific Session 2
JSAR-GI 消化管

Scientific Session 4
ACAR-GI

ACAR-GI Emergency and IR

9:00-10:00

Scientific Session 5
JSAR-GU （大会長公募）

Tea Time Seminar 1 GI
共催：GE ヘルスケアジャパン株式会社

Tea Time Seminar 2
共催：ブラッコ・ジャパン株式会社

14:40-15:50

Scientific Session 3

Luncheon Seminar 1
共催：Boston Medical Sciences 株式会社　

Luncheon Seminar 2
共催：バイエル薬品株式会社
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6 月 27 日（金）
RoomA

メインホール（2F）
RoomB

イベントホール（B1F）

8:00

9:00

10:00

11:00

12:00

13:00

14:00

15:00

16:00

17:00

18:00

19:00

Lunch boxBreakfast Snack

Poster
レセプションホールB（2F）

Registration

Scientific Session 1
JSAR-GU 子宮・卵巣

Honorary Lecture 1
(ACAR-ESGAR)

8:00-9:00

9:00-10:00

Opening Ceremony
10:10-10:40

10:40-11:40

Poster session

Congress Reception
（グランドニッコー淡路　1F　大宴会場「ステラ」）

17:00-18:00

18:20-

Special Lecture 1
共催：シーメンス株式会社

13:30-14:30

JSAR-SAR Session 1
14:40-15:30

13:30-14:30

11:50-12:40 11:50-12:40

16:00-16:50 16:00-16:50

JSAR 社員総会

ASAR General Assembly

12:50-13:20

15:30-15:50

12:50-13:20

Scientific Session 2
JSAR-GI 消化管

Scientific Session 4
ACAR-GI

ACAR-GI Emergency and IR

9:00-10:00

Scientific Session 5
JSAR-GU （大会長公募）

Tea Time Seminar 1 GI
共催：GE ヘルスケアジャパン株式会社

Tea Time Seminar 2
共催：ブラッコ・ジャパン株式会社

14:40-15:50

Scientific Session 3

Luncheon Seminar 1
共催：Boston Medical Sciences 株式会社　

Luncheon Seminar 2
共催：バイエル薬品株式会社

6 月 28 日（土）

8:00

9:00

10:00

11:00

12:00

13:00

14:00

15:00

16:00

17:00

18:00

19:00

Lunch boxBreakfast Snack

RoomA
メインホール（2F）

RoomB
イベントホール（B1F）

Poster
レセプションホールB（2F）

Registration
7:30-8:30

ACAR lecture 1 GU
Kidney imaging

8:30-9:30
Scientific Session 6

JSAR-GI 肝

8:30-9:30

9:40-10:30 9:40-10:30

15:10-16:00 15:10-16:00

11:50-12:40 11:50-12:40

JSAR-SAR Session 2
【日本専門医機構 認定放射線科領域講習会】

10:40-11:40

Scientific Session 7
JSAR-GU 泌尿器

10:40-11:40

ACAR lecture 2 GI
Liver imaging

12:50-13:50
JSAR Uchida Award Session

JSAR Official Annoucement
13:20-13:30
　　ACAR2026 告知
13:30-13:40
　　クイズ症例優秀者表彰

12:50-13:40

Scientific Session 9
ACAR-GU

16:05-17:05
Scientific Session 8

ACAR-GI

16:05-17:05

Honorary Lecture 2
(ACAR-ESUR)

17:10-18:10（WEB）
Scientific Session 10

JSAR Preliminary Reasearch

17:10-18:10

Special Lecture 2（基調講演） GI
共催：バイエル薬品株式会社

14:10-14:55

Morning Seminar 1
共催：株式会社根本杏林堂

Morning Seminar 2
共催：AIRS Medical Japan G.K

Tea Time Seminar 4 GU
共催：Guerbet Asia Pacific Ltd

Tea Time Seminar 3 GI
共催：株式会社フィリップス・ジャパン

Luncheon Seminar 4
共催：富士製薬工業株式会社

Luncheon Seminar 3
共催：GE ヘルスケアファーマ株式会社

JSAR 総会13:40-14:00
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6 月 29 日（日）

8:00

9:00

10:00

11:00

12:00

13:00

14:00

15:00

16:00

17:00

18:00

19:00

Lunch boxBreakfast Snack

RoomA
メインホール（2F）

RoomB
イベントホール（B1F）

Poster
レセプションホールB（2F）

Registration
7:30-8:30

ACAR lecture 3 GU
Obstetrics and Gynecology imaging

8:30-9:30

ASAR (APIWG) -ESUR 
collaboration

Getting Practical with PI-RADS: 
Learning from Real-World 

Prostate MRI Case

8:30-10:30

Scientific Session 11
JSAR-GI 胆膵

9:40-10:40

Scientific Session 12
ACAR-GI

10:45-11:45
Scientific Session 13

ACAR-GU

10:40-11:45

11:55-12:45

Closing Remarks
12:45-

Luncheon Seminar 5
共催：キヤノンメディカルシステムズ株式会社　　




